
●
は
じ
め
に
（
概

要
）

放
送
大
学
は
、
広
く
国
民
に
開
か
れ
た
大
学
教
育
を
行
う
こ
と
を

目
指
し
て
、
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
の
放
送
を
利
用
し
た
教
養
学
部
の
大

学
と
し
て
昭
和
五
八
年
に
設
置
さ
れ
、
昭
和
六
〇
年
か
ら
学
生
の
受

け
入
れ
を
開
始
し
て
以
来
、
今
年
で
二
四
年
目
を
迎
え
ま
す
。
現
在
、

全
国
で
約
九
万
人
が
学
ん
で
お
り
、
こ
れ
ま
で
に
五
万
人
を
超
え
る

卒
業
生
を
送
り
出
す
と
と
も
に
、
開
学
か
ら
の
べ
一
〇
〇
万
人
を
超

え
る
方
が
学
ん
で
い
ま
す
。

平
成
一
〇
年
一
月
か
ら
「
ス
カ
イ
パ
ー
フ
ェ
ク
ト
Ｔ
Ｖ
！
」
の
Ｃ
Ｓ

デ
ジ
タ
ル
放
送
に
よ
り
、
そ
れ
ま
で
主
と
し
て
関
東
エ
リ
ア
に
限
ら
れ
て

い
た
放
送
対
象
地
域
を
全
国
に
拡
大
し
た
こ
と
に
よ
り
全
国
津
々
浦
々

で
放
送
大
学
の
授
業
が
視
聴
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
ま
た
平
成
一
〇
年

九
月
ま
で
に
全
都
道
府
県
に
学
習
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
、
全
国
化
を
実

現
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
学
習
セ
ン
タ
ー
の
ブ
ラ
ン
チ
機
能
を
有
す
る
サ

テ
ラ
イ
ト
ス
ペ
ー
ス
や
、
地
方
公
共
団
体
の
協
力
に
よ
る
再
視
聴
施
設

の
増
設
と
と
も
に
、
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
に
お
い
て
も
同
時
再
送
信
を
拡
大
す
る

な
ど
、
よ
り
一
層
身
近
な
大
学
と
な
っ
て
い
ま
す
。

平
成
一
三
年
度
に
は
、
大
学
院
文
化
科
学
研
究
科
（
修
士
課
程
）

を
設
置
し
、
平
成
一
四
年
度
か
ら
、
総
合
文
化
、
政
策
経
営
、
教
育

開
発
、
臨
床
心
理
の
四
つ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
学
生
受
け
入
れ
を
開
始

し
、
こ
れ
ま
で
に
二
〇
〇
〇
名
の
修
了
生
を
送
り
出
し
て
ま
す
。
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●
事
例
紹
介

●

す
べ
て
の
人
々
に
開
か
れ
た
大
学

放
送
大
学

平
松

昌
弥

（
放
送
大
学
学
園
広
報
課
長
）



平
成
一
八
年
一
二
月
か
ら
は
、
関
東
エ
リ
ア
で
地
上
デ
ジ
タ
ル
放

送
を
開
始
し
て
い
ま
す
。
今
後
、
ハ
イ
ビ
ジ
ョ
ン
放
送
や
多
チ
ャ
ン

ネ
ル
放
送
、
デ
ー
タ
放
送
等
、
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
の
特
長
を
活
か

し
た
番
組
を
放
送
し
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
学
生
の
広
範
で
多
様
な
学
習
ニ
ー
ズ
に
適
切
に
応
え
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
、
今
後
一
層
進
ん
で
い
く
情
報
通
信
環
境
に
対
応

し
て
、
学
生
の
利
便
性
と
学
習
効
果
を
一
層
高
め
る
観
点
か
ら
、
多

様
な
メ
デ
ィ
ア
の
活
用
に
つ
い
て
も
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
放
送
大
学
は
、
広
く
社
会
人
等
を
対
象
と
し
て
、

幅
広
い
分
野
の
授
業
科
目
を
開
設
し
、
高
等
教
育
レ
ベ
ル
の
学
習
機

会
を
提
供
し
て
お
り
、
い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、
誰
で
も
が
学
べ
る
、

す
べ
て
の
国
民
に
開
か
れ
た
生
涯
学
習
の
中
核
的
機
関
と
し
て
の
役

割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

●
放
送
大
学
の
特
徴

①
入
学
資
格
は
学
ぶ
意
欲

一
五
歳
以
上
の
方
な
ら
ど
な
た
で
も
無
試
験
で
入
学
（
卒
業
を
目

指
す
方
は
一
八
歳
以
上
で
大
学
入
学
資
格
が
必
要
）
で
き
、
一
科
目

か
ら
で
も
学
べ
ま
す
。
既
存
の
学
問
分
野
に
と
ら
わ
れ
な
い
三
コ
ー
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図４ 学部、コーズ、専攻
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図１ 在学生数

図２ 視聴の種類

図３ 受信のシステム



⑤
資
格
の
取
得

卒
業
す
れ
ば
「
学
士

（
教
養
）」
の
学
位
が
取
得

で
き
ま
す
が
、
大
学
評
価
・

学
位
授
与
機
構
の
行
う
審

査
に
よ
っ
て
学
位
を
取
得

す
る
途
も
開
か
れ
て
い
ま

す
。所
定
の
単
位
を
修
得
す

る
こ
と
に
よ
り
、
国
家
試

験
の
一
部
免
除
、
受
験
資

格
を
取
得
で
き
る
も
の
も

あ
り
ま
す
。

本
学
で
は
教
職
課
程
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
上
位
・

他
教
科
等
の
教
員
免
許
取

得
に
必
要
な
単
位
の
一
部

を
修
得
で
き
ま
す
。

社
会
教
育
主
事
、
博
物

館
の
学
芸
員
・
図
書
館
司

書
の
資
格
を
取
得
す
る
た

め
に
必
要
な
科
目
の
一
部
を
修
得
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

ま
た
、
集
中
科
目
履
修
生
と
し
て
、
学
校
図
書
館
司
書
教
諭
講
習

を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
准
看
護
師
か
ら
看
護
師
へ
の
移
行
教
育
に

際
し
、
通
信
制
の
看
護
師
学
校
・
養
成
所
を
利
用
し
て
看
護
師
国
家

試
験
の
受
験
資
格
を
目
指
す
方
々
へ
の
科
目
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

●
生
涯
学
習
と
し
て
の
放
送
大
学

放
送
大
学
で
は
、
一
〇
～
九
〇
才
代
ま
で
の
様
々
な
方
が
学
生
と

し
て
学
ん
で
い
ま
す
。
学
部
学
生
の
属
性
と
し
て
は
、
性
別
は
男
性

四
割
、
女
性
六
割
、
年
齢
は
三
〇
才
代
が
最
も
多
く
、
四
〇
才
代
、

五
〇
才
代
、
二
〇
才
代
の
順
で
、
六
〇
才
代
も
一
三
・
四
％
で
す
。

学
歴
は
高
等
学
校
等
が
四
割
、
短
期
大
学
・
専
門
学
校
等
が
三
割
、

大
学
・
大
学
院
が
三
割
。
職
業
も
様
々
で
、
上
位
・
他
教
科
免
許
を

目
指
す
教
員
の
方
、
看
護
師
資
格
を
目
指
す
方
、
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ

を
目
指
す
会
社
員
、
ア
ル
バ
イ
ト
し
な
が
ら
学
士
取
得
を
目
指
す
方
、

個
人
経
営
し
な
が
ら
学
ぶ
方
、
早
期
退
職
し
て
再
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
目

指
す
方
、
夫
婦
で
一
緒
に
学
ぶ
方
、
学
友
を
求
め
て
学
生
に
な
っ
た

主
婦
の
方
、
身
体
的
に
ハ
ン
デ
ィ
が
あ
り
な
が
ら
頑
張
っ
て
学
ぶ
方
々

な
ど
多
種
多
様
で
す
。

（
表
１

：

学
部
在
学
生
の
属
性
）
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図５ 入学料、授業料

ス
・
六
専
攻
を
設
け
て
お
り
、
実
生
活
に
即
し
た
専
門
的
学
習
を
深

め
ら
れ
る
よ
う
、
幅
広
い
多
彩
な
一
般
教
養
三
〇
〇
科
目
を
用
意
し

て
い
ま
す
。

大
学
卒
業
資
格
を
得
る
た
め
に
学
ぶ
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
キ
ャ
リ

ア
ア
ッ
プ
や
知
識
を
深
め
る
た
め
に
必
要
と
す
る
科
目
だ
け
を
学
ぶ

こ
と
も
で
き
、
入
学
の
チ
ャ
ン
ス
は
年
二
回
（
四
月
と
一
〇
月
）
。

よ
り
高
度
な
専
門
性
を
身
に
つ
け
た
い
場
合
に
は
大
学
院
も
併
設
し

て
い
ま
す
。

ま
た
、
国
公
私
立
大
学
の
一
流
講
師
陣
約
一
〇
〇
〇
人
が
学
生
の

学
び
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

②
自
宅
で
マ
イ
ペ
ー
ス
に
学
べ
、
全
国
五
七
の
キ
ャ
ン
パ
ス
が
サ
ポ
ー
ト

テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
等
で
放
送
さ
れ
る
授
業
を
視
聴
し
な
が
ら
自
宅

で
マ
イ
ペ
ー
ス
に
学
習
で
き
る
ほ
か
、
身
近
な
学
習
セ
ン
タ
ー
等
で

再
視
聴
で
き
ま
す
。
学
習
セ
ン
タ
ー
等
は
全
国
に
五
七
ケ
所
あ
り
、

再
視
聴
の
ほ
か
、
面
接
授
業
や
単
位
認
定
試
験
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
学
習
以
外
に
も
、
サ
ー
ク
ル
活
動
を
楽
し
ん
だ
り
、
学
友
と

の
語
ら
い
を
楽
し
ん
だ
り
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

ま
た
、
全
科
履
修
生
は
日
本
学
生
支
援
機
構
の
奨
学
金
貸
与
、
選

科
履
修
生
は
北
野
生
涯
教
育
振
興
会
の
給
付
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

ま
す
し
、
全
科
履
習
生
は
交
通
機
関
等
の
学
生
割
引
制
度
を
活
用
で

き
る
な
ど
、
キ
ャ
ン
パ
ス
ラ
イ
フ
の
サ
ポ
ー
ト
も
可
能
で
す
。

③
学
び
の
道
し
る
べ
「
エ
キ
ス
パ
ー
ト
」

一
定
の
分
野
や
興
味
・
関
心
の
あ
る
分
野
を
体
系
的
に
学
ぶ
エ
キ

ス
パ
ー
ト
（
科
目
群
履
修
認
証
制
度
）
は
、
地
域
活
動
や
様
々
な
社

会
貢
献
を
目
指
す
方
を
応
援
し
ま
す
。

プ
ラ
ン
ご
と
に
設
け
ら
れ
た
授
業
科
目
群
か
ら
所
定
の
二
〇
単
位

を
修
得
さ
れ
た
方
に
認
証
状
を
発
行
す
る
と
い
う
本
学
独
自
の
シ
ス

テ
ム
で
、
平
成
一
八
年
度
か
ら
実
施
し
、
こ
れ
ま
で
に
一
三
〇
〇
名

が
認
証
状
を
取
得
し
て
い
ま
す
。
現
在
、
二
二
プ
ラ
ン
を
用
意
し
て

ま
す
が
、
こ
の
度
の
学
校
教
育
法
の
改
正
に
よ
り
、
そ
の
根
拠
が
学

校
教
育
法
に
基
づ
く
も
の
と
な
り
、
今
後
多
く
の
方
々
の
取
得
が
期

待
さ
れ
て
い
ま
す
。

④
授
業
料
の
負
担
が
少
な
い

授
業
料
は
、
一
科
目
（
二
単
位
）
あ
た
り
一
一
〇
〇
〇
円
で
、
全

科
履
修
生
の
場
合
、
入
学
料
は
二
二
〇
〇
〇
円
、
卒
業
に
必
要
な
一

二
四
単
位
を
修
得
す
る
た
め
に
は
約
七
〇
万
円
程
度
（
国
立
大
学
の

１
／
３
）
と
、
と
て
も
リ
ー
ズ
ナ
ブ
ル
な
料
金
設
定
で
す
。

ち
な
み
に
、
大
学
院
授
業
料
は
、
一
単
位
あ
た
り
一
一
〇
〇
〇
円

で
す
。
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図６ 学科再編の概要

以
上
の
よ
う
に
、
放
送
大
学
は
我
が
国
の
生
涯
学
習
の
中
核
的
機

関
の
役
割
を
果
た
し
て
い
る
、
生
涯
学
習
と
い
う
ニ
ー
ズ
に
あ
っ
た

大
学
で
す
。

●
新
た
な
展
開

①
単
位
互
換

放
送
大
学
で
は
、
約
三
〇
〇
校
の
大
学
等
と
単
位
互
換
協
定
を
締

結
し
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
ま
で
の
枠
組
み
に
と
ら
わ
れ
な
い
新
た
な

シ
ス
テ
ム
に
よ
る
単
位
互
換
の
実
践
や
、
弾
力
的
な
運
用
を
実
施
す

る
と
と
も
に
、
そ
の
効
果
や
課
題
を
検
証
し
、
一
層
の
単
位
互
換
を

推
進
し
て
い
き
ま
す
。

②
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
配
信

一
九
年
度
か
ら
、
ラ
ジ
オ
科
目
の
一
部
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
配
信

し
て
お
り
、
ラ
ジ
オ
科
目
に
つ
い
て
は
、
今
後
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

配
信
を
進
め
て
、
よ
り
自
宅
で
学
び
や
す
い
環
境
を
整
備
し
て
い
き

ま
す
。

③
教
員
免
許
更
新
制
度
へ
の
対
応

二
一
年
度
か
ら
教
員
免
許
更
新
制
が
導
入
さ
れ
る
こ
と
に
伴
い
、
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表１ 学部在学生の属性（平成１9年度第2学期）
〔教養学部（特別聴講学生を含む）〕



く
自
由
に
門
戸
を
開
い
て
い
ま
す
。

大
学
卒
業
資
格
が
ほ
し
い
。
や
り
た
い
コ
ト
を
見
つ
け
た
い
。
夢

を
実
現
し
た
い
。
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
し
た
い
。
資
格
を
取
得
し
た
い
。

知
識
を
深
め
た
い
。
も
う
一
度
、
仕
事
が
し
た
い
。
知
的
刺
激
が
欲

し
い
。
自
分
を
磨
き
た
い
。
趣
味
を
深
め
た
い
。
き
ち
ん
と
学
び
直

し
た
い
。
仲
間
を
見
つ
け
た
い
。
な
ど
。

本
格
化
す
る
高
齢
社
会
の
到
来
と
と
も
に
、
改
め
て
生
涯
学
習
の

重
要
性
が
社
会
的
に
認
識
さ
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。
放
送
大
学
は
、
こ

れ
か
ら
も
す
べ
て
の
人
々
の
広
範
で
多
様
な
学
習
ニ
ー
ズ
に
応
え
る

こ
と
が
で
き
る
開
か
れ
た
大
学
で
あ
り
続
け
た
い
と
思
う
し
、
あ
り

続
け
る
た
め
に
今
後
も
教
職
員
一
丸
と
な
っ
て
努
力
し
て
い
き
た
い

と
考
え
ま
す
。

【
お
知
ら
せ
】

放
送
大
学
で
は
、
二
〇
年
度
第
二
学
期
（
一
〇
月
）
入
学
の
学
生

募
集
中
で
す
。

募
集
期
間

：

六
月
一
五
日
～
八
月
三
一
日

お
問
合
せ
先
〇
四
三
―
二
七
六
―
五
一
一
一

w
w
w
.u
-a
ir.a
c.jp

詳
し
い
情
報
を
知
り
た
い
方
に
無
料
で
資
料
を
お
送
り
し
ま
す
。
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本
学
に
お
い
て
も
教
員
免
許
更
新
講
習
を
二
一
年
度
よ
り
開
設
し
ま

す
。
通
常
科
目
の
履
修
と
は
異
な
る
シ
ス
テ
ム
を
取
り
入
れ
、
放
送

を
実
施
し
つ
つ
も
、
利
便
性
と
学
習
効
果
の
向
上
を
図
る
た
め
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
を
積
極
的
に
活
用
す
べ
く
準
備
中
で
す
。

④
学
科
再
編

こ
れ
ま
で
に
様
々
な
改
革
を
行
っ
て
き
ま
し
た
が
、
そ
の
一
環
と

し
て
平
成
二
一
年
度
よ
り
学
部
の
専
攻
及
び
大
学
院
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
再
編
成
し
ま
す
。
学
部
に
つ
い
て
は
六
専
攻
を
五
コ
ー
ス
へ
、
大

学
院
に
つ
い
て
は
四
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
六
プ
ロ
グ
ラ
ム
へ
再
編
し
ま
す
。

ま
た
、
面
接
授
業
の
授
業
時
間
数
・
総
コ
マ
数
を
見
直
し
、
授
業
日

程
や
開
設
形
態
の
弾
力
化
を
図
り
ま
す
。

●
今
後
の
課
題

①
国
際
化
に
向
け
た
具
体
的
な
取
り
組
み

今
後
、
放
送
大
学
が
世
界
の
公
開
大
学
と
国
際
交
流
協
定
を
締
結

し
、
他
大
学
と
共
に
教
育
研
究
活
動
を
行
う
こ
と
が
不
可
欠
で
す
。

そ
の
た
め
イ
ギ
リ
ス
を
は
じ
め
欧
米
諸
国
、
ま
た
東
ア
ジ
ア
の
国
々
・

地
域
の
先
進
的
機
関
と
共
同
で
研
究
を
進
め
、
比
較
調
査
及
び
人
的

交
流
等
を
実
施
す
る
よ
う
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

②
Ｂ
Ｓ
放
送

放
送
大
学
で
は
、
更
に
国
民
に
開
か
れ
た
大
学
を
目
指
し
て
、
Ｂ
Ｓ

放
送
を
活
用
し
た
教
育
が
で
き
る
よ
う
検

討
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

こ
の
た
め
、
今
年
度
、

Ｂ
Ｓ
放
送
の
調

査
設

計
費
が
新
た
に
認
め
ら
れ

ま
し
た
。
今
後
は
、

文
部
科
学

省
が
実
施
し
て
い
る
「
放
送
大
学
に
お

け
る
放
送
メ
デ
ィ
ア
の
在
り
方
に
関
す
る
有
識

者
会

議
」
の
結
果

等
を

踏
ま
え
、
必
要
な
作
業
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

③
今
後
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
及
び
ｅ
ラ
ー
ニ
ン
グ
実
施

近
年
の
技
術
革
新
に
伴
い
、
今
日
の
大
学
に
お
い
て
は
、

Ｉ
Ｃ
Ｔ

を
活
用
し
た
学
習
機
会
の
拡
大
、
学
習
支
援
や
情
報
提
供
の

充
実
は

不
可
欠
の
サ
ー
ビ
ス
と
な
っ
て
い
ま
す
。
生
涯
学
習
・
遠
隔
高
等
教

育
・
教
養
教
育
の
中
核
的
機
関
と
し
て
、
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
の
放
送

メ
デ
ィ
ア
を
活
用
し
て
大
学
教
育
を
行
う
本
学
に
お
い
て
も
、
今
後

は
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
に
積
極
的
に
取
り
組
み
、
国
民
の
広
範
で
多
様
な

学
習
ニ
ー
ズ
に
き
め
細
か
に
対
応
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

●
最
後
に

放
送
大
学
は
、
昨
年
度
、
英
語
の
名
称
を
「
T
h
e
O
p
en

U
n
iv
er-

sity
o
f
J
a
p
a
n
」
と
改

名
し
、
学

ぶ
意
欲
の
あ
る
方
々
に
ま
っ
た

特集・生涯学習
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